
-101-

二
七
　
緑
林
門
松
竹
　
　
初
版
　
ボ
ー
ル
表
紙
　
金
櫻
堂
藏
版
　
明
21

四
六
判
　
一
六
、
二
〇
〇

｜
三
遊
亭
圓
朝
口
述
　
小
相
英
太
郎
筆
記
　

二
八
　
蝦
夷
錦
古
郷
之
家
土
産
　
　
　
　
初
版
　
ボ
ー
ル
表
紙
　
明
21

四
六
判
　
二
一
、
六
〇
〇

｜
三
遊
亭
圓
朝
口
述
　
小
相
英
太
郎
速
記
　
金
櫻
堂
藏
版

二
九
　
繪
本
鎌
倉
三
代
記
　
ボ
ー
ル
表
紙
極
美
　
大
川
屋
錠
吉
　
明
25

四
六
判
　
　
五
、
四
〇
〇



-102-

三
〇
　

伊尾
太　
八上
意
味
張
月
　
　
　
ボ
ー
ル
表
紙
　
春
陽
堂
發
兌
　
明
17

袖
珍
版
　
二
七
、
〇
〇
〇

｜
文
政
六
ツ
の
と
し
癸
未
正
月
／
鼻
山
人
自
序
　
内
題
「
契
情
意
味
張
月
」
　



-103-



-104-

三
一
　
白
井
權
八
實
傳
　
櫻
表
紙
　
銅
版
繪
本
　
荒
川
藤
兵
衛
　
明
治

中
一
册
　
一
〇
、
八
〇
〇

三
二
　
少
年
軍
神
廣
瀬
中
佐
　
　
　
　
　
凾
　
奈
良
島
知
堂
著
　
昭
10

四
六
判
　
一
〇
、
八
〇
〇

｜
大
同
館
書
店



-105-

三
三
　

則正
英
學
自
宅
獨
習
會
誌
　
第
三
號
　
英
學
自
宅
獨
習
會
　
明
18

四
六
判
　
一
〇
、
八
〇
〇



-106-

三
四
　
後
拾
遺
和
哥
抄
　
二
〇
巻
合
本
　
粘
葉
改
装
本
　
時
代
箱
入

大
一
帖
　
五
四
〇
、
〇
〇
〇

｜
藤
原
通
俊
撰
　
室
町
末
期
寫
　

三
四
〜
三
九
頁
參
照



-107-



-108-

三
五
　

諸増
色補
相
庭
高
下
傳
　
簽
欠
　
ヤ
ヤ
虫
多

玉
江
漁
隠

享
和
元

小
一
册
　
一
〇
、
八
〇
〇



-109-

三
六
　
文
化
六
年
歳
旦
　
　
　
　
　
　
改
装
　
少
虫
　
太
白
堂
桃
隣
撰

半
一
册
　
一
六
、
二
〇
〇



-110-

三
七
　
磯
ま
く
ら
　
　
　
　
　
　
簽

自
笑
齋
与
人
編
　
文
化
七
年
刋

半
一
册
　
三
二
、
四
〇
〇

｜
彫
刻
／
仙
臺
国
分
町
／
加
志
和
や
正
六



-111-



-112-

三
八
　
落
し
は
な
し
・
茶
番
今
樣
風
流
二
編

古
合
本
　

中
一
册
　
三
二
、
四
〇
〇

｜
「
落
し
は
な
し
」
五
返
舎
半
九
作
／
嘉
永
三
年
春
・
「
茶
番
今
樣
風
流
二
編
」
玉
塵

園
の
あ
る
じ
雪
住
序
編
／
國
貞
・
春
信
画
／
嘉
永
五
年
序
版



-113-



-114-

三
九
　

對英
譯和
西
洋
落
語
　
第
二
版
　
　
ボ
ー
ル
表
紙
　
成
文
堂
　
明
20

四
六
判
　
五
四
、
〇
〇
〇

｜
編
纂
譯
述
／
牛
山
良
介
　
出
版
人
／
佐
藤
乙
三
郎
　
ヤ
ヤ
小
振
リ
ノ
四
六
判三

三
頁
參
照



-115-

四
〇
　
逸
題
滑
稽
本
　
虫
損
　
東
都
書
肆
／
菊
屋
半
三
郎
板
　
天
保
頃

中
一
册
　
一
〇
、
八
〇
〇



-116-

四
一
　
一
勇
齋
漫
画
　
　
　
　
簽
　
花
笠
文
京
序
　
安
政
二
年
春
序
刋

中
一
册
　
二
七
、
〇
〇
〇

｜
青
雲
堂
英
文
藏
製



-117-



-118-

四
二
　

山戀
ぶ　
みの
文
乃
枝
折

簽
（
僅
存
）
　
一
廣
開
飯
盛
画
　
無
刋
記

中
一
册
　
二
七
、
〇
〇
〇

｜
「
類
題
柳
の
露
初
編
」
ト
合
本



-119-



-120-

四
三
　
教
訓
女
才
学
　
　
　
　
題
簽
欠
　
淫
男
亭
好
成
序
編
　
無
刋
記

中
一
册
　
三
二
、
四
〇
〇



-121-



-122-

四
四
　
文
の
文
庫
　
　
　
　
　
題
簽
欠
　
書
淫
欄
主
人
序
編
　
無
刋
記

中
一
册
　
二
七
、
〇
〇
〇

｜
「
諸
國
色
里
價
附
」
　



-123-



-124-

四
五
　

後筑
三
十
三
奇
勝
景
　
彩
色
肉
筆
画
帖
　
　
　
二
七
×
二
〇
糎
　
大
一
帖
　
二
一
六
、
〇
〇
〇

｜
「
天
保
十
四
癸
卯
歳
三
月
／
應
需
／
坪
埜
勝
波
方
信
圖
」

四
〇
〜
四
三
頁
參
照



-125-



-126-



-127-



-128-



-129-



-130-

四
六
　
新
撰
南
極
地
圖
　
　
　
　
袋
附
　
美
品
　
七
八
×
五
四
　
大
元

一
枚
　
五
四
、
〇
〇
〇

｜
徳
永
重
康
校
閲
　
武
田
輝
太
郎
編
製
　
東
京
早
稲
田
大
學
内
／
發
行
所
／
南
極
探
檢

學
術
研
究
部



-131-

四
七
　

足下
野

尾國
庚
申
山
之
圖
　
　
　
　
　
袋
附
　
五
二
×
三
八
　
明
33

一
枚
　
二
一
、
六
〇
〇

｜
岡
部
要
人
編
刋
　
庚
申
山
社
務
所
藏
版
　
銅
版
和
紙
摺



-132-

四
八
　
田
島
直
之
短
册
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
量
二
五
六
枚
　
一
六
二
、
〇
〇
〇

｜
箱
書
キ
「
愛
林
翁
自
詠
」。
署
名
ハ
「
直
之
」「
愛
林
」「
貞
風
」
ナ
ド
。
署
名
ゴ
ト

ニ
整
理
濟
。

【
コ
ト
バ
ン
ク
】
田
島
直
之
｜
一
八
二
〇
〜
一
八
八
八
。
江
戸
末
期
カ
ラ
明
治
中
期

ニ
カ
ケ
テ
ノ
林
業
家
。
通
稱
与
次
衛
門
、
號
ハ
愛
林
。
岩
國
藩
士
田
島
直
澄
ノ
長
男
。

弘
化
四
年
ニ
周
防
國
玖
珂
郡
田
尻
村
ノ
藩
有
林
ノ
建
山
総
締
ト
ナ
リ
、
植
林
ト
柴
草

採
取
ニ
工
夫
ヲ
加
エ
テ
成
果
ヲ
ア
ゲ
タ
。
以
後
、
桑
ノ
増
殖
ト
養
蠶
ノ
奨
励
ヲ
行
ッ

テ
産
業
振
興
ヲ
ハ
カ
リ
、
元
治
元
年
ニ
紙
倉
頭
人
ト
ナ
ッ
タ
。
幕
長
戰
爭(

長
州
征

討)

後
、
豐
後
國
木
浦
山
デ
鑛
山
業
ヲ
學
ビ
、
岩
國
領
内
ノ
鑛
山
ヲ
開
發
シ
タ
。
著

書
ニ
『
山
林
助
農
説
』『
稻
田
増
獲
説
』
ナ
ド
ガ
ア
ル
。
山
林
・
養
蠶
・
紙
・
鑛
山

ナ
ド
殖
産
興
業
デ
大
キ
ナ
功
績
ヲ
殘
シ
タ
ガ
、
ソ
ノ
中
心
ハ
林
業
デ
ア
ッ
タ
。
明
治

廿
一
年
一
一
月
死
去
。
六
九
歳
。
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-134-

四
九
　

逸獨
農
事
圖
解
　
全
三
十
葉
・
附
録
一
葉
完
揃

明
治
八
年
刋

三
一
枚
　
五
四
〇
、
〇
〇
〇

｜
内
務
省
蔵
版
　
平
野
榮
・
鳴
門
義
民
譯
　
發
賣
書
肆
／
穴
山
篤
太
郎
　
銅
版
彩
色
摺

少
虫
　
時
代
裏
打
補
修
　
第
壹
ニ
ヤ
ヤ
虫
多
シ
少
シ
欠
字
ア
リ
。
五
四
×
六
八
糎

四
四
〜
四
七
頁
參
照

「
第
壹
菓
樹
栽
培
法
」

「
第
二
葡
萄
栽
培
法
」

「
第
三
葡
萄
酒
管
理
法
」

「
第
四
糞
培
法
」

「
第
五
蕡
培
法
」

「
第
六
牧
塲
灌
水
法
」

「
第
七
蜜
蜂
養
法
」

「
第
八
蔬
菜
類
耕
種
法
」

「
第
九
葎
草
培
養
法
」

「
第
十
養
蠶
法
」

「
第
十
一
魚
類
蕃
殖
法
」

「
第
十
二
樹
木
栽
殖
法
」

「
第
十
三
材
木
伐
採
法
」

「
第
十
四
囟
圃
耕
作
法
」

「
第
十
五
牧
牛
法
」

「
第
拾
六
牧
牛
利
用
説
」

「
第
拾
七
菓
樹
施
工
法
」

「
第
拾
八
煙
草
種
藝
法
」

「
第
拾
九
亜
麻
種
収
法
」

「
第
弐
拾
甜
菜
培
養
法
」

「
第
弐
拾
壹
阿
利
機
栽
法
」

「
第
廿
二
庖
厨
料
理
法
」

「
第
貳
拾
三
牧
馬
法
上
」

「
第
貳
拾
四
牧
馬
法
下
」

「
第
二
十
五
養
豚
法
」

「
第
貳
拾
六
家
禽
養
法
上
」

「
第
貳
拾
七
家
禽
養
法
下
」

「
第
二
十
八
牧
羊
法
」

「
第
廿
九
材耕
木作
利
害
諸
鳥
説
上
」

「
第
三
十
材耕
木作
利
害
諸
鳥
説
下
」

「
附
録
／
接
木
法
並
器
具
」
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-136-



-137-



-138-



-139-



-140-



-141-



-142-



-143-



-144-

五
〇
　
小
石
川
植
物
園
草
木
目
録
　
後
編
　
第
二
版
　
明
治
一
四
年
刋

菊
判
　
五
四
、
〇
〇
〇

｜
伊
藤
圭
介
編
　
東
京
大
學
理
學
部
印
行
　
末
尾
「
附
記
／
小
石
川
植
物
園
創
始
沿

革
／
明
治
一
二
年
三
月
／
東
京
大
學
理
學
部
員
外
教
授
伊
藤
圭
介
再
識

東
京
大
學
最
初
ノ
公
式
刋
行
物
ト
サ
レ
ル
。

五
一
頁
參
照



-145-



-146-

五
一
　
ア
メ
リ
カ
舟
ノ
圖
　
肉
筆
　
四
〇
×
二
八
　
弘
化
三
年
浦
賀
湊

一
枚
　
七
五
、
六
〇
〇

｜
米
國
軍
艦
初
ノ
寄
港
ト
サ
レ
ル
、
米
國
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ビ
ド

ル
ガ
コ
ロ
ン
バ
ス
號
、
ビ
ン
セ
ン
ス
號
ノ
二
隻
ノ
軍
艦
ヲ
率
イ
テ
日
本
ト
ノ
通
商
ヲ

求
メ
テ
弘
化
三
年
五
月
廿
七
日
浦
賀
港
ニ
寄
港
シ
タ
際
ニ
描
カ
レ
タ
軍
艦
圖
ト
考
エ

ラ
レ
ル
ガ
、
非
常
ニ
不
思
議
ナ
繪
圖
デ
ア
ル
。



-147-

五
二
　
御
固
太
平
鑑
　
　
　
　
摺
外
題
　
少
虫
　
叶
昇
軒
板
　
無
刋
記

中
一
册
　
二
一
、
六
〇
〇



-148-

五
三
　
松
平
定
信
賛
黒
船
ノ
圖
　
　
　
　
　
四
二
×
五
五
　
谷
文
晁
画

一
枚
　
一
〇
、
八
〇
〇

｜
「
此
舩
の
よ
る
て
ふ
こ
と
を
夢
の
ま
も
忘
れ
ぬ
は
世
の
宝
也
け
り
」
　



-149-

五
四
　

正改
徴
兵
令
註
釋
　
朱
墨
　
市
岡
正
一
著
　
博
聞
社
藏
版
　
明
16

四
六
判
　
　
八
、
四
〇
〇

五
五
　

正改
徴
兵
免
否
要
録
　
表
裏
紙
欠
　
金
井
壽
繼
・
竹
内
信
一
明
14

四
六
判
　
　
三
、
二
四
〇

｜
附
願
届
書
式

五
六
　

正改
徴
兵
早
解
　
　
　
　
汚
レ
　
大
野
堯
運
編
　
報
告
堂
　
明
17

四
六
判
　
　
三
、
二
四
〇

五
七
　
徴
兵
事
務
條
例
　
汚
レ

間
宮
綱
憲
編
　
天
賜
堂
發
兌
　
明
17

四
六
判
　
　
五
、
四
〇
〇



-150-

五
八
　
廣
瀬
武
夫
及
廣
瀬
勝
比
古
舊
藏
兵
學
關
係
史
料
　

一
四
点
一
括
　
二
七
〇
、
〇
〇
〇

｜
豊
後
竹
田
出
身
ノ
海
軍
軍
人
ノ
廣
瀬
兄
弟
舊
藏
ノ
自
筆
書
ト
兵
學
書
ノ
一
括
。

弟
ノ
武
夫
ハ
國
民
的
英
雄
ニ
シ
テ
日
露
戰
爭
ノ
戰
死
ニ
ヨ
リ
軍
神
ト
シ
テ
神
格
化
サ

レ
タ
人
物
デ
數
々
ノ
傳
説
的
ナ
逸
話
ガ
ア
ル
。
第
十
九
代
横
綱
常
陸
山
ト
ノ
逸
話
モ

有
名
。
史
料
ニ
ハ
「
廣
瀬
武
夫
」「
廣
瀬
勝
比
古
」
ノ
記
名
ヤ
「
武
夫
」
ノ
朱
印
ガ

捺
シ
テ
ア
ル
。
武
夫
ノ
自
筆
ト
押
捺
デ
「
秘
密
」
ト
識
サ
レ
ル
英
文
刋
行
物
ト
武
夫

ノ
自
筆
ト
考
エ
ラ
レ
ル
革
装
ノ
手
帳
ガ
ア
ル
。「
帝
國
軍
艦
／
朝
日
／
廣
瀬
武
彦
宛

繪
葉
書
」「
秘
密
／
大
日
本
武
夫
／
英
文
刋
行
物
」「
廣
瀬
武
夫
自
筆
手
帳
」「
艦
船

進
行
距
離
及
速
力
早
見
」「
武
夫
印
／
北
支
那
三
省
地
圖
」「
海
軍
戰
術
講
義
録
／
上

下
巻
」「
射
擲
表
／
射
擲
表
三
編
」「
氏蘆
將
略
論
」「
未
來
戰
術
論
／
巻
ノ
二
」「
海
軍

戰
術
講
義
録
／
下
巻
」「
育將
資校
料教
國
際
公
法
講
義
録
」「
西
伯
利
鐵
道
」四
八
〜
五
〇
頁
參
照



-151-



-152-



-153-



-154-



-155-



-156-



-157-



-158-

五
九
　
長
崎
裁
判
所
御
諭
書
　
摺
外
題
　
整
版
六
丁
　
慶
應
四
年
三
月

半
一
册
　
二
七
、
〇
〇
〇



-159-

六
〇
　

鑛足
毒尾
事銅
變山
請
願
書
并
始
末
畧
書
草
稿
　
　
　
　
非
賣
品
　
明
31

菊
判
　
三
二
、
四
〇
〇

｜
編
輯
者
／
田
中
正
造
　
足
尾
銅
山
鑛
毒
事
變
處
分
請
願
事
務
所
・
足
尾
銅
山
鑛
業

停
止
請
願
同
盟
事
務
所
　
假
綴
九
五
頁



-160-

六
一
　
神
祗
志
料
　
五
巻
　
　
簽
　
常
陸
／
栗
田
寛
著
　
明
治
九
年
刋

大
五
册
　
二
七
、
〇
〇
〇

｜
甲
府
書
林
／
内
藤
傳
右
衛
門
發
兌
　
極
美
本
　
金
屬
活
字
版
　
　



-161-



-162-

六
二
　
世
界
百
傑
傳
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名雲書店發行新刋のご案内

英和對譯袖珍辞書原稿影印

文久二年江戸開板・慶應二年江戸再版　限定200部
名雲純一編　影印本／堀孝彦序及び解題（堀達之助玄孫）洋書調所・
開成所刊行。初版が全体量の３％強・再版が約８分の１（122頁）全
文全情報を原寸カラー印刷で影印。A４判・上製函入り・背バックス
キン・マーブル紙特別装釘。183頁2007年7月7日発行。 

定価／本体　120,000円＋税



英学史上空前の発見！ 
◎茂住實男

日本英学史学会長・拓殖大学教授
第一級の歴史的史料であり、辞書編纂者らの格闘の跡を残す校正原稿からは、
編纂に係わる数々の情報が読み取れる。西洋文明の理解やそれに伴う英語訳
語の選定過程など、英学史研究にとって又とない機会の到来である。早くも
編纂着手時期の再検討や編纂従事者の追加の必用も指摘され、幕末期の欧米
文化、文明摂取に係わるいくつもの新事実がもたらされるであろう。その調
査・分析は、今ここに始まる。この貴重な文化遺産の公刊を喜びたい。

維新変革の重み！
◎宮地正人

東京大学名誉教授・元史料編纂所長・前国立歴史民俗博物館長
このような第一級史料がまだ存在していたのか、というのが率直な感慨であ
る。幕末史では攘夷運動・倒幕運動史研究に重点がおかれがちだが、特に学
術分野の近代化は幕府の果たした役割が大きく、その中心が英日辞書の編纂
事業であった。その過程での労苦と辛酸をなによりも雄弁に本史料が語りか
けている。影印本刊行をよろこぶと同時に、維新変革の重みを国民が理解す
る上で、原史料も然るべき機関で常設展示されることを切望したい。

訳語研究に朗報！
◎飛田良文 

全国大学国語国文学会理事・国立国語研究所名誉所員
元国際基督教大学大学院教授・博士 

『英和対訳袖珍辞書』の校正原稿が発見された。近代日本語研究にとって大き
な喜びである。文久元年のころ、蕃書調所の堀達之助（辞書編纂代表）のも
とに、同僚の西周助や箕作麟祥らが英語の稽古に通った。この原稿は、これ
らの知識人がオランダ語から英語へ移り変わっていく現実を反映する第一級
の資料で、この発見が契機となって、辞書史、訳語史、さらに翻訳史の研究
へと一段と発展することを期待している。 



ワワーールルドド・・アアンンテティィーークク・・
ブブッックク・・ププララザザ

iinn 東東京京！！
2011 年 11 月 25 日ＯＰＥＮ！

丸善日本橋店　３Ｆ　10：00〜20：00（元日を除いて年中無休）
〒103-8245　東京都中央区日本橋 2-3-10　

世界１１カ国、２０店の古書肆のプラザが丸善日本橋店にオープンしました。
弊社名雲書店もプラザのメンバーとして出展しております。

お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。

Ｗｏｒｌｄ　Ａｎｔｉｑｕａｒｉａｎ　Ｂｏｏｋ　Ｐｌａｚａ
ｉｎ　Ｔｏｋｙｏ！

Ｌｏｃａｔｅｄ　ａｔ　Ｍａｒｕｚｅｎ　Ｎｉｈｏｎｂａｓｈｉ　Ｂｏｏｋｓｈｏｐ　３ｒｄ　Ｆｌ.



お支払い方法についてのご案内
※クレジットカード決済
（メールアドレスが必要です）

※お届け時クレジット払い

クレジットカードをご利用のお客様は詳しくはホームページをご覧ください。
名雲書店ホームページ　http://www.nagumosyoten.jp/

※お届け時電子マネー払いがご利用になれます。
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